
就
労
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
人

に
と
っ
て
も
、
次
の
き
っ
か
け
を

見
つ
け
る
に
は
地
域
と
関
わ
り
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
就
労
し

た
人
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で

フ
ォ
ロ
ー
（
定
着
支
援
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
実
際
に

は
１
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後

に
も
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
る
人
が

多
い
現
状
で
す
。
就
労
に
つ
な

が
っ
た
人
も
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

人
も
、
長
期
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
居
場
所
が
必
要
と

考
え
、
12
月
の
一
般
質
問
で
問
い

ま
し
た
。

市
と
し
て
も
そ
の
課
題
を
捉
え

て
お
り
、
居
場
所
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
早
期
の
居
場
所
設
置
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

「
就
労
準
備
支
援
」
は
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
就
労
経
験
・
社
会

経
験
が
少
な
い
人
が
就
労
に
向
け

た
準
備
を
す
る
事
業
で
、
座
間
市

で
は
相
武
台
前
駅
近
く
の
「
は
た

ら
っ
く
・
ざ
ま
」
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
数
カ
月
間
に
わ

た
る
講
座
を
通
し
て
社
会
的
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
り
、
お

金
の
管
理
や
洗
濯
、
掃
除
、
調
理

な
ど
の
体
験
を
し
た
り
と
、
自
立

す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
つ
け
て

い
き
ま
す
。
座
間
市
の
場
合
は
主

に
30
代
、
40
代
の
い
わ
ゆ
る
稼
働

年
齢
世
代
の
、
長
い
間
引
き
こ

も
っ
て
い
た
人
や
生
活
保
護
を
受

け
て
い
た
人
な
ど
も
利
用
し
て
お

り
、
は
た
ら
っ
く
・
ざ
ま
の
講
座

終
了
後
に
は
、
地
域
の
事
業
所
の

協
力
の
も
と
で
そ
の
方
に
合
っ
た

就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
学
校
に
通
い
、
卒
業
、
就
職
し
、
結
婚
し
て
家
族
を
も
つ
と
い
う
人
生
の
描
き
方

が
当
た
り
前
で
は
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
失
業
や
病
気
で
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
、
８
０
５
０
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
も
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
座
間
の

「
断
ら
な
い
支
援
」

就
労
準
備
支
援
の

成
果
と
課
題

２
０
１
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ

り
、
生
活
保
護
を
受
け
る
手
前
に

い
る
「
生
活
困
窮
者
」
を
支
援
す

る
た
め
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
、
座

間
市
で
は
先
駆
的
に
事
業
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か

ら
は
市
役
所
に
自
立
相
談
事
業
の

窓
口
を
設
置
し
、
生
活
保
護
家
庭

の
子
ど
も
支
援
の
た
め
の
、
子
ど

も
健
全
育
成
支
援
員
の
派
遣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
以
降
、
家
計
相

談
支
援
事
業
、
就
労
支
援
準
備
事

業
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
、

居
住
支
援
推
進
事
業
を
順
次
開
始

し
、
年
々
支
援
体
制
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

チ
ー
ム
座
間
の
「
断
わ
ら
な
い
支

援
」
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
実
績
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

生
活
困
窮
者
が
激
増
し
て
い
る
中

で
も
、
「
困
っ
た
」
の
声
を
す
く

い
あ
げ
、
支
援
に
つ
な
が
り
、
多

く
の
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

おしゃべりサロン（議会報告会）おしゃべりサロン（議会報告会）

お気軽に直接会場にお出かけください
090－1474－0711（長瀬）連絡先

座間市民ネット事務所
10～11時半2/10水
ハーモニーホール座間  大会議室
10～11時半2/13土
座間市公民館
10～11時半2/14日

12
月
議
会 

一
般
質
問

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

〜
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
へ
〜

ワークショップ
～国籍や民族を越えて、みんなが生きやすい地域づくり～

出口雅子さん（ピナット～外国人支援ともだちネット）

長瀬みさ　初めての議会

ぜひ皆さまの声を座間市民ネット事務所にお寄せください！
玄関前のプレート「事務所開いてます」が目印です

講師

日時●2021年３月７日（日）午後２時30分～午後４時
場所●サニープレイス座間　会議室
参加●要申込み

（お名前と連絡先を記載の上、座間市民ネット事務所のメール・
TEL・FAXのいずれかでお申込みください）
締切3/5

mail●zamashiminnet＠ybb.ne.jp
Tel・Fax●０４６-２５２-４４６４

プロフィール
1992年、ピナット立ち上げに参加。現在、コーディネーターとして活動中。
また、ボランティアとして、赤ちゃんのいる外国人ママの居場所づくりと寄
り添い同行支援を主に担当。

私たちができること、
一緒に考えてみませ
んか？

ご近所に住む外国人親
子、気になりながらも
どうかかわって良いか
分からない？！ 

※このレポートはボランティアの手により市内18,000世帯に配られます。　配布ボランティアさん募集中！

市議  長瀬 みさ
民生教育常任委員会

〒252-0028　座間市入谷東3-30-26 澤善ビル2F　
TEL/FAX：046-252-4464　Email：zamashiminnet@ybb.ne.jp
2021年1月発行・編集　座間市民ネット　野原美幸まちづくりレポート　№99№99



みさレポート　「外国籍市民の生活応援」みさレポート　「外国籍市民の生活応援」

日
本
語
で
の
会
話
や
読
み
書

き
が
難
し
い
外
国
籍
市
民
に

と
っ
て
、
生
活
す
る
上
で
言
葉

の
壁
は
大
き
な
も
の
で
す
。
私

自
身
、
外
国
籍
の
方
か
ら
「
市
役
所
・
学

校
か
ら
手
紙
が
届
い
た
が
、
内
容
が
わ

か
ら
な
い
」「
大
事
な
書
類
を
提
出
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
、
書
け
な
い
。
」

な
ど
と
聞
か
れ
、
何
度
か
市
に
問
い
合

わ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
非

常
時
や
災
害
時
に
は
地
元
の
情
報
が
知

り
た
い
も
の
で
す
が
、
地
域
密
着
の
情

報
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
で
は
理
解
で
き
な

い
こ
と
も
多
く
、
機
械
に
頼
る
の
は
限

界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

日
本
に
住
む
外
国
籍
住
民
は
、
今

年
10
月
の
政
府
発
表
の
統
計
で
約
２
８

８
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
座
間
市
に
も

現
在
３
２
５
７
人
の
外
国
籍
市
民
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
及
び
法
務
省

設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
い

わ
ゆ
る
改
正
入
管
法
が
成
立
し
、
２
０

１
９
年
４
月
よ
り
新
し
い
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
建
設
業
や
飲
食
業
、
農
業
、
漁

業
、
介
護
な
ど
に
従
事
す
る
資
格
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
も
外
国
人
が

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

制
度
と
し
て
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入

れ
る
以
上
は
、
外
国
籍
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
担
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

愛
川
町
や
平
塚
市
な
ど
で
は
政
府

か
ら
の
交
付
金
で
通
訳
が
常
駐
す
る
総

合
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
外
国
籍
市
民
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
の
設
置
を
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

▲

平
塚
市
の
ご
み
集
積
場
の
様
子

資源ごみ（缶・ビン・ペットボトル）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
焼
却
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
増
加
、
石
油
由
来
の
化
石
資
源
の

枯
渇
を
生
じ
、
近
年
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
な
か
、
世
界

で
は
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
向
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
の
規
制
が
進
ん
で
い
ま

す
。
日
本
は
、
一
人
当
た
り
の
プ
ラ
廃

棄
量
が
世
界
で
米
国
に
次
い
で
２
位
で

あ
り
な
が
ら
、
よ
う
や
く
昨
年
の
５
月

に
、
具
体
的
目
標
数
値
が
明
記
さ
れ
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
に
お
い

て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
ワ
ン
ウ
エ
イ

プ
ラ
の
25
％
排
出
抑
制
が
方
針
化
さ

れ
、
今
年
７
月
の
レ
ジ
袋
有
料
化
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

座
間
市
で
は
、
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
透
明
・
半
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
出
す
ル
ー
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。
資
源
物
の
分
別
回
収
開
始
か

ら
ず
っ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
、
入
れ
る
袋
に
レ
ジ
袋
を
活
用
し
て

い
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
有

料
化
と
な
っ
た
現
在
、
レ
ジ
袋
を
辞
退

す
る
市
民
も
多
く
、
新
た
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
購
入
し
て
資
源
物
を
出
す
方
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

何
人
も
の
市
民
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

発
生
抑
制
に
矛
盾
す
る
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

座
間
市
民
ネ
ッ
ト
で
は
、
入
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
が
可
燃
ご
み
に
な
る
こ
と
や

異
物
混
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
物
回
収
を
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ず
に
コ
ン
テ
ナ
に
入

れ
て
回
収
す
る
や
り
方
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
市
は
道
路
が
狭
い

か
ら
と
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
市
に
お
い
て

は
、
大
和
市
、
綾
瀬
市
、
藤
沢
市
（
バ
ケ

ツ
）
、
平
塚
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
南
足
柄

市
、
町
田
市
等
が
コ
ン
テ
ナ
回
収
を
実

施
、
缶
・
ビ
ン
の
２
種
で
は
秦
野
市
、
鎌

倉
市
、
ビ
ン
の
み
３
つ
の
色
別
の
コ
ン
テ

ナ
回
収
を
伊
勢
原
市
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
出
し
を
行
う
こ
と

で
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
の
回
収
も
行
い

や
す
く
な
り
ま
す
。

 

座
間
市
で
も
、
こ
の
レ
ジ
袋
有
料
化

を
契
機
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
た

め
、
ま
た
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
推
進
の

た
め
、
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

コ
ン
テ
ナ
回
収
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
現
在
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
袋
有
料
化

他
市
で
の
取
り
組
み

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

購
入
ビ
ニ
ー
ル
袋
で

資
源
ご
み
出
し

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
た
め
の
レ
ジ
袋
有
料
化
開
始

座間市民ネットでは以下のアンケートを実施し、市への提案づくりに
活かしたいと考えます。ぜひご協力ください。                                         

１．お住まい　　①座間市内　　　②座間市外

２．小売店での買い物の際、購入品をどのように持ち帰りますか？
①マイバックや自己所有のバックに入れる　　　　
②たまにレジ袋を購入する
③いつもレジ袋を購入する　　　　
④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．資源ごみ（缶、ビン、ペットボトル）を集積所に出す際、座間市で
は透明・半透明のポリ袋に入れて出す、としています。どのような
袋に入れていますか？
①購入したビニール袋
②レジ袋　　
③その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．大和市、綾瀬市、平塚市、町田市等では、資源ごみを集積所に設置
のコンテナに入れる方法で収集しています。レジ袋等は不要です。
座間市においてもできる場所からコンテナ出しの方法を行っていく
ことが、プラスチックの発生抑制のため、また異物混入防止等のた
めにも有効と考えますが、いかがですか？
①良い　　②難しい　　③その他（　　　　　　　　　　　　　）

５．ご意見等ありましたらお書きください。           

ア ン ケ ー ト に
ご協力ください！

ウェブ回答（下記QRコード）、郵送、FAX、メール、
事務所ポストへ投函など回答方法

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
は
コ
ン
テ
ナ
で
！

※座間市民ネットの会員として活動を支えてくれる方を募集中です。年会費1500円。カンパも受け付けています。
＜郵便振替＞　口座番号：00210-8-115031 　　口座名：神奈川ネットワーク運動・座間市民ネット

｠


